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（１） 
左
院
は
明
治
五
年
～
八
年
の
間
、
太
政
官
一
二
院
制
（
正
院
・
左
院
・
右
院
）
に
お
け
る
立
法
機
関
で
あ
っ
た
。
本
稿
（
二
）
左
院
議
官
の
台
湾
出
兵
反
対
建
議
（
三
）
左
院
議
官
の
征
台
不
可
再
議
（
ご
正
院
の
琉
球
処
分
下
問
と
左
院
の
両
属
策
答
議
（
四
）
宮
島
誠
一
郎
議
官
と
周
辺
（
五
）
顧
問
仏
人
の
征
台
評
価
明
治
初
期
琉
球
台
湾
事
件
と
左
院
お
わ
り
に
安
岡
昭
男
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は
左
院
の
琉
球
問
題
・
台
湾
事
件
と
の
関
わ
り
を
、
左
院
議
官
の
動
向
に
即
し
て
再
検
討
し
、
前
稿
の
内
容
を
補
訂
す
２
（２） 
る
も
の
で
あ
る
。
明
治
五
年
六
月
二
日
正
院
は
左
院
に
対
し
琉
球
施
策
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
下
問
し
た
。
（
琉
球
処
分
、
球
案
起
草
）
琉
球
ノ
儀
ハ
、
従
来
薩
摩
二
附
属
シ
、
観
礼
ヲ
脩
メ
、
幣
帛
ヲ
献
セ
リ
、
而
シ
テ
彼
又
支
那
ノ
正
朔
ヲ
奉
シ
、
封
冊
ヲ
受
ク
、
我
亦
其
携
弐
ノ
罪
ヲ
問
ハ
ス
、
因
循
数
百
年
ノ
久
ヲ
過
ク
、
今
ャ
名
義
ヲ
明
一
一
シ
綱
紀
ヲ
張
ル
ノ
時
一
一
方
テ
、
如
斯
暖
昧
ノ
事
、
匡
正
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
之
ヲ
処
分
ス
ル
如
何
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
、
審
議
上
陳
ス
ヘ
シ
、
壬
申
六
月
二
日
正
院
文
中
に
「
処
分
」
の
語
が
見
え
る
こ
の
下
問
は
、
前
年
岩
倉
大
使
一
行
を
海
外
に
送
り
出
し
た
留
守
政
府
で
、
大
蔵
大
輔
井
上
馨
が
五
年
五
月
三
十
日
「
琉
球
国
ノ
版
籍
ヲ
収
メ
シ
ム
ル
儀
」
に
つ
い
て
「
内
地
一
軌
の
制
度
」
に
改
め
る
よ
う
正
院
に
建
議
し
た
の
に
応
ず
ろ
諮
問
で
あ
っ
た
。
正
院
の
諮
問
に
対
す
る
左
院
の
答
議
「
琉
球
国
使
者
接
待
併
其
国
ヲ
処
置
ス
ル
ノ
議
」
（
明
治
五
年
六
月
）
は
九
章
か
ら
成
り
、
前
記
の
井
上
大
輔
建
議
、
正
院
の
左
院
に
対
す
る
下
問
と
共
に
、
明
治
十
二
年
十
二
月
、
内
務
大
書
記
官
松
田
道
之
が
伊
藤
内
務
卿
の
命
で
編
纂
し
た
『
琉
球
処
分
』
の
第
一
冊
に
載
せ
て
あ
る
。
同
書
に
は
左
院
答
議
に
関
わ
っ
二
）
正
院
の
琉
球
処
分
下
問
と
左
院
の
両
属
策
答
議
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た左院議官の名を示していないが、少議官の宮島誠一郎が起草していた。宮島の筆記「球案起草」に
「明治五年、壬申六月、正院より琉球処分の儀、左院へ推問相成り、余時に左院に少議官を辱ふし、
（３） 
右
推
問
に
対
し
て
、
答
議
す
る
処
あ
り
、
」
と
明
記
し
て
い
る
。
宮
島
に
よ
れ
ば
、
正
院
へ
琉
球
処
分
の
議
案
八
ケ
条
（
以
下
Ａ
と
称
す
）
を
審
議
上
陳
し
た
。
正
院
の
下
問
に
は
「
琉
球
国
使
者
接
待
」
の
語
句
を
含
ま
な
い
が
、
す
で
に
維
新
慶
賀
使
上
京
へ
と
方
策
が
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（五年六月鹿児島県官から琉球当局者に内達）。
上記のように、『琉球処分』（内務省発行）は第一章～第九章から成る左院の答議「琉球国使者接待
併
其
国
ヲ
処
置
ス
ル
ノ
議
」
を
載
せ
て
お
り
（
以
下
Ｂ
と
称
す
）
、
宮
島
が
上
陳
し
た
と
い
う
八
ケ
条
よ
り
一
章
（
’
条）多い。
ここに宮島の「球案起草」（内題「琉球事件」）に記載する答議Ａを掲げ、Ａ（８項目）・Ｂ（９項
目
）
両
者
を
比
較
し
て
み
ろ
。
読
点
は
原
文
。
［
］
内
は
Ｂ
の
記
述
。
Ａ
「
球
案
起
草
」
に
見
る
左
院
答
議
（
全
８
条
）
Ｂ
『
琉
球
処
分
」
に
載
す
左
院
答
議
（
全
９
章
）
琉
球
国
使
者
接
待
併
其
国
ヲ
処
置
ス
ル
ノ
議
（
Ａ
）
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第
一
条
一
琉
球
国
ノ
我
ト
清
ト
ー
一
両
属
ス
ル
ハ
、
従
前
ヨ
リ
其
国
ノ
形
勢
二
的
然
シ
、
更
二
論
ス
ル
ヲ
族
タス、（Ｂと同文）
第
二
条
一
琉
球
国
ハ
明
ヨ
リ
始
マ
リ
、
清
二
至
リ
テ
モ
其
封
冊
ヲ
受
ケ
正
朔
ヲ
奉
ス
、
然
ル
ー
ー
其
名
ハ
封
冊
ヲ
受
ヶ
正
朔
ヲ
奉
ス
レ
ト
モ
、
其
実
ハ
島
津
氏
累
世
之
ヲ
支
配
シ
、
士
官
ヲ
遣
ハ
シ
、
其
国
ヲ
鎮
撫セシ而已ナラス、使臣ヲ率テ来朝セシムルコト、旧幕府ヨリノ制タリ、由是観之ハ、
琉球ノ我二依頼スル、清二勝レルハ、清一一ハ其名ヲ以テ服従スレバナリ、［我ニハ実
ヲ
以
テ
服
従
ス
レ
ハ
ナ
リ
］
（
Ｂ
は
［
］
を
加
え
る
）
第
三
条
一
琉
球
国
ノ
両
属
セ
ル
ヲ
以
テ
、
名
分
不
正
ト
ナ
シ
、
若
シ
之
ヲ
正
シ
、
我
力
一
方
二
属
セ
シ
メ
ン
ト
ス
レ
ハ
、
清
ト
争
端
ヲ
開
ク
ー
ー
至
ラ
ン
、
縦
令
争
端
ヲ
開
ク
ニ
至
ラ
サ
ル
モ
、
其
手
数
紛
［
紛
転］ニシテ、無益一一掃セン、抑々［何トナレハ］名ハ虚文ナリ、実ハ要務ナリ、情ノ
封
冊
ヲ
受
正
朔
ヲ
奉
セ
シ
ム
ル
ハ
、
虚
文
ノ
名
ニ
シ
テ
、
島
津
氏
ノ
士
官
ヲ
遣
ハ
シ
、
其
国
ヲ
鎮
撫
ス
ル
ハ
要
務
ノ
実
ナ
リ
、
我
其
要
務
ノ
実
ヲ
得
タ
レ
ハ
、
其
虚
文
ノ
名
ハ
、
之
ヲ
清
二
分
チ
与
ヘ
テ
、
必
シ
モ
之
ヲ
正
サ
サ
ル
ヘ
シ
、
第
四
条
一
別
紙
大
蔵
省
申
立
ノ
如
ク
、
琉
球
使
人
ヲ
待
遇
ス
ル
、
西
洋
各
国
ノ
使
節
ヲ
待
遇
ス
ル
如
ク
看
倣スヘカラサルハ、勿論ノ事ナレトモ、又国内地方官ノ朝集スルト、同日一一談スヘカ
ラ
ス
、
維
新
後
、
今
般
始
テ
来
朝
ス
レ
ハ
、
其
事
ハ
地
方
官
ノ
朝
集
ス
ル
ョ
リ
、
重
大
ニ
セ
ス
ン
ハ
４ 
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権リニ其事ヲ掌ル、寧ロ大蔵省一一テ掌トルョリモ便利トス［便ナリトス］、
第
五
条
｜
外
務
省
ニ
テ
、
琉
球
使
人
ヲ
待
遇
ス
ル
ー
ー
限
り
、
内
国
事
務
ノ
心
得
ヲ
以
、
欧
米
各
国
ノ
特
派
第
六
条
華
族
宣
下
ノ
不
可
ナ
ル
所
以
ハ
、
国
内
形
勢
沿
革
ノ
自
来
ル
ー
一
従
テ
、
人
ノ
族
類
ヲ
区
別
シ
テ
、
皇
族
華
族
士
族
ト
称
謂
ヲ
定
メ
タ
ル
ハ
国
内
人
類
一
一
於
テ
、
自
然
二
斯
ク
名
目
ヲ
設
ケ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ノ
勢
二
立
至
リ
シ
者
ニ
シ
テ
、
今
般
更
二
琉
球
国
主
一
一
華
族
ヲ
宣
下
ス
ヘ
キ
謂
レ
ァ
ラ
ス
［
琉
球
国
主
ハ
乃
チ
琉
球
ノ
人
類
ニ
シ
テ
国
内
ノ
人
類
ト
同
一
ニ
ハ
混
看
ス
ヘ
カ
ラ
ス
］
（
Ｂ
は
［
］
を
加
う
）
琉球王［トカ又ハ中山王トカ］一一封スルハ可トス、琉球藩主ニテハ藩号穏当ナラス、内
地
ハ
廃
藩
置
県
ノ
令
ヲ
下
シ
、
琉
球
ノ
ミ
一
一
更
二
藩
号
ヲ
授
ク
ル
ハ
、
名
義
ヲ
以
テ
論
シ
テ
モ
、
前
使
節
ト
ハ
格
別
ノ
事
ト
為
シ
、
両
［
為
サ
シ
ム
ル
ヲ
可
ナ
リ
ト
セ
ン
］
カ
ラ
ン
［
較
々
可
ナ
リ
ト
ス
ヘ
シ
］
、
琉
球
ハ
四
方
輻
湊
ノ
孤
島
ナ
レ
ハ
、
長
ク
此
禁
ヲ
守
ル
能
ハ
ま アルヘカラス、故二各国ノ応接一一熟シ、且其官員ヲ始メ、諸事全備シタル外務省ニテ、
サ
ル
必
然
ナ
レ
ハ
、
姑
ク
之
ヲ
度
外
二
置
ク
、
旧
幕
府
ノ
例
二
徴
フ
ヘ
シ
、
其
他
華
族
並
琉
球
藩
王
ノ
宣
下
二
於
テ
モ
［
ハ
］
異
議
ナ
キ
ニ
非
ス
、
左
二
褐
ク
ル
カ
如
シ
（
Ｂ
は
外
務
省
申
立
、
Ｐ
ヲ
可
ナ
リ
ト
セ
ン
］
旧
幕
府
接
待
ノ
式
ヲ
モ
、
参
考
ス
ル
ヲ
部
分
を
削
る
）
申
立
、
琉
球
取
扱
三
箇
条
ノ
中
、
外
国
ト
私
交
ヲ
停
止
ス
ル
ハ
、
両
国
匹
偶
ノ
礼
［
敵
国
ノ
礼
］
ヲ
用
ヒ
ス
、
属
国
ノ
扱
ヲ
為
サ
シ
メ
、
参
考
ス
ル
ヲ
可
ナ
リ
ト
セ
ン
恐
ラ
ク
ハ
行
ハ
レ
難
部分削る）
'￣、
Ｂ 
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第
七
条
第
八
条
一
琉
球
ハ
従
来
島
津
［
氏
］
ヨ
リ
士
官
ヲ
遣
ハ
シ
、
鎮
撫
シ
タ
レ
ハ
、
其
例
二
循
上
、
我
官
員
ヲ
遣
ハ
ス
ノ
外
、
九
州
［
ノ
］
鎮
台
ヨ
リ
番
兵
ヲ
出
張
セ
シ
ム
ヘ
シ
、
我
力
同
盟
ノ
東
西
洋
各
国
二
於
テ
ハ
、
我
ヨ
リ
信
義
ヲ
以
テ
公
然
タ
ル
交
際
ヲ
為
セ
ハ
［
ス
レ
ハ
］
、
彼
［
し
］
モ
亦
［
其
］
信
義
ヲ
段
リ
テ
我
力
所
属
タ
ル
土
地
ヲ
犯
ス
ヘ
キ
ノ
道
ナ
シ
、
故
二
番
兵
ハ
外
題
ヲ
禦
ク
ノ
備
［
へ
］
一
一
ア
ラ
ス
、
琉
球
国
内
ヲ
鎮
撫
セ
ン
カ
為
メ
ナ
レ
ハ
、
必
ス
シ
モ
多
人
数
ヲ
要
セ
サ
ル
ヘ
シ
、
（
Ｂ
で
は第九章）
右
八
ケ
条
、
琉
球
処
分
ノ
議
案
ヲ
正
院
へ
上
陳
セ
リ
テ
、
我
二
服
従
セ
ル
一
島
ト
ノ
ミ
為
シ
テ
然
ラ
ン
（
圏
は
ｌ
部
分
削
る
）
｜皇国ハ東西洋一般二知ル所ノ帝国ナレハ、其下一一王国アリ侯国ァ鋤
ニ
テ
、
琉
球
ヲ
封
シ
王
国
ト
為
ス
モ
侯
国
卜
為
ス
ト
モ
、
我
力
為
ン
ト
欲
ス
ル
所
，
号ヲ除キ、琉球王トノミ宣下アリテモ、我帝国ノ所属タルーー妨ケナシ、
令
ト
相
応
セ
ス
、
且
琉
球
ハ
兵
力
単
弱
ニ
シ
テ
、
皇
国
ノ
藩
屏
タ
ル
一
一
足
ラ
ス
、
［
能
ハ
サ
ル
ハ
世
６
ノ
知
ル
処
ナ
レ
ハ
］
実
際
ヲ
以
テ
論
シ
テ
モ
、
藩
号
ノ
詮
ナ
シ
、
故
二
藩
号
ヲ
除
キ
、
琉
球
王
ノ
宣
ノ
知
ル
処
ナ
レ
ハ
］
実
晦
下アルヲ可ナリトス、
国
力
ヲ
量
り
、
姑
ク
之
ヲ
置
テ
言
ハ
サ
ル
ヘ
シ
（
Ｂ
は
然
し
ト
モ
今
日
処
置
ノ
方
略
ヲ
以
テ
着
レ
ハ
、
先
シ
此
度
ハ
懇
二
優
待
シ
（
圏
は
ｌ
部
分
削
る
）
、
其
下
一
一
王
国
ア
リ
侯
国
ア
ル
ハ
、
当
然
ノ
事
‐
モ
、
我
力
為
ン
ト
欲
ス
ル
所
ノ
侭
ナ
レ
ハ
、
藩
部
分
削
る
）
去
レ
ト
モ
、
我
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『
琉
球
処
分
』
Ｂ
の
第
八
章
は
以
下
の
通
り
で
、
「
球
案
起
草
」
Ａ
に
は
含
ま
れ
な
い
。
第
八
章
「
右
ノ
如
ク
我
ヨ
リ
琉
球
壬
一
一
封
シ
タ
リ
ト
モ
更
二
清
国
ヨ
リ
モ
王
号
ノ
封
冊
ヲ
受
ク
ル
ヲ
許
シ
分
明
二
両
属
ト
看
倣
ス
ヘ
シ
」
第
九
章
は
「
球
案
起
草
」
で
は
第
八
条
に
あ
た
る
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
両
属
策
を
明
記
し
た
第
八
章
が
挿
入
さ
れ
、
『
琉
球
処
分
』
Ｂ
で
は
全
九
章
と
な
っ
た
の
か
審かにしない。なお第六条にある「外務省申立」などは、当時機密として卿より大臣に直接上呈され、
「
今
書
類
無
之
卜
云
う
」
（
Ｂ
の
注
記
）
し
か
る
に
正
院
へ
の
上
陳
後
、
副
島
外
務
卿
が
左
院
に
来
て
内
談
す
る
に
は
、
す
で
に
琉
球
中
山
壬
は
我
朝
よ
り
封
爵
を
受
け
る
の
を
悦
ぶ
と
い
う
内
情
が
あ
り
、
こ
れ
を
承
認
す
れ
ば
、
今
ま
た
左
院
で
異
議
あ
っ
て
は
、
施
政
上
す
こ
ぶ
る
損
害
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
左
院
は
議
政
局
で
あ
り
、
事
の
可
否
を
議
す
る
の
み
で
、
も
と
よ
り
行
政
上
に
は
関
係
せ
ず
、
左
院
決
議
の
後
は
、
正
院
の
決
行
に
帰
す
ろ
、
と
答
え
た
（
球
案
起
草
）
。
政
府
は
左
院
答
議
の
、
要
務
の
実
を
と
り
、
虚
文
の
名
は
与
え
る
、
と
い
う
日
清
両
属
策
を
当
面
採
用
し
た
。
五
年
九
月
尚
泰
を
琉
球
藩
王
と
な
し
華
族
に
列
し
た
。
琉
球
藩
王
で
な
く
琉
球
王
で
よ
い
と
し
、
ま
た
華
族
宣
下
に
反
対
し
た
左
院
の
意
向
に
は
沿
っ
て
い
な
い
。
清
と
の
関
係
に
は
変
化
は
無
か
っ
た
。
「
外
国
と
私
交
を
停
止
す
る
」
こ
と
を
、
「
お
そ
ら
く
は
行
わ
れ
難
か
ら
ん
」
（
Ａ
）
か
ら
「
や
や
可
な
り
と
す
べ
し
」
と
Ｂ
で
は
改
め
た
が
（
第
六
章
）
、
清
国
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明
治
七
年
二
月
六
日
、
明
治
政
府
は
大
久
保
・
大
隈
参
議
上
陳
の
「
台
湾
蕃
地
処
分
要
略
」
に
よ
り
、
台
湾
出
兵
を
閣
議
決
定
し
た
。
四
月
四
日
陸
軍
中
将
西
郷
従
道
を
台
湾
蕃
地
事
務
都
督
に
、
同
日
設
置
の
台
湾
蕃
地
事
務
局
長
官
に
参
議
大
隈
重
信
を
任
命
し
た
。
西
郷
都
督
は
四
月
六
日
正
院
で
天
皇
に
拝
謁
、
全
権
委
任
の
勅
書
を
受
け
、
九
日
軍
艦
日
進
・
孟
春
を
率
い
て
品
川
湾
を
発
し
長
崎
に
向
か
っ
た
。
そ
の
前
日
の
八
日
に
左
院
議
官
ら
が
出
兵
反
対
の
建
議
を
提
出
し
て
お
り
、
首
唱
者
は
宮
島
誠
一
郎
議
官
で
あ
っ
た
。
宮
島
の
見
る
所
で
は
、
大
久
保
の
佐
賀
か
ら
帰
る
に
先
立
ち
、
大
隈
が
岩
倉
に
入
説
し
征
台
の
議
を
起
こ
し
た
の
は
、
｜
は
鹿
児
島
激
徒
の
怒
り
を
弛
め
、
一
は
東
京
軍
人
の
人
望
を
収
攪
し
て
我
胸
壁
と
な
す
政
略
に
他
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
一
時
一
身
の
利
害
よ
り
国
家
全
体
の
政
理
を
失
い
、
清
国
と
の
事
端
を
開
き
、
不
測
の
禍
害
を
来
た
す
、
征
韓
よ
り
甚
し
き
も
の
あ
ら
ん
。
し
か
る
に
政
府
の
議
す
で
に
決
す
。
「
数
日
沈
吟
」
、
黙
視
す
る
に
忍
び
ず
、
左
院
に
出
頭
し
て
発
論
し
た
と
い
う
。
左
院
で
は
、
す
で
に
時
機
を
失
い
論
ず
る
は
無
用
と
す
る
も
の
と
、
た
と
え
時
機
を
失
っ
て
も
建
言
し
不
可
を
陳
べ
よ
う
と
す
る
も
の
と
、
議
論
が
分
か
れ
、
つ
い
に
同
意
の
議
官
の
連
署
に
よ
る
建
議
と
し
た
。
廟
算
は
天
裁
（
天
皇
の
と
の
通
交
差
し
止
め
は
、
台
湾
征
討
の
翌
年
（
明
治
八
年
）
に
至
っ
て
指
令
さ
れ
る
。
（
二
）
左
院
議
官
の
台
湾
出
兵
反
対
建
議
８ 
Hosei University Repository
裁
可
）
の
筈
で
本
院
（
左
院
）
職
務
の
敢
え
て
与
る
所
で
な
い
が
、
黙
止
し
難
い
と
し
、
「
台
湾
生
蕃
出
兵
不
可
ノ
議
」
（
演
舌
之
覚
）
が
伊
地
知
正
治
副
議
長
ま
で
進
達
さ
れ
た
（
四
月
八
日
）
。
連
署
者
は
次
の
七
名
。
宮
島
誠
一
郎
（
三
等
議
官
）
・
海
江
田
信
義
（
四
等
議
官
）
・
丸
岡
莞
爾
（
四
等
議
官
）
・
三
浦
安
（
四
等
議
官
）
・
戸
田
―
―
一
郎
（
四
等
議
官
）
・
北
沢
正
誠
（
五
等
議
官
）
・
村
田
保
（
五
等
議
官
）
（４） 
こ
の
建
白
で
は
条
理
上
と
、
利
害
上
と
の
一
一
点
か
ら
出
兵
不
可
を
論
ず
ろ
。
［
条
理
上
あ
き
た
ら
ぬ
点
］
琉
球
は
藩
王
と
い
う
恩
典
を
受
け
な
が
ら
、
な
お
清
国
の
封
冊
を
返
上
す
る
こ
と
も
な
く
、
依
然
両
属
の
形
で
あ
る
上
は
、
内
国
の
人
民
と
同
一
に
見
倣
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
台
湾
で
の
遭
害
は
藩
王
未封の以前のことで、このため「追問ノ兵ヲ挙クル」のは条理上もやむをえない「義挙」とも一一一一口い
難
い
。
今
外
邦
の
践
雇
（
開
港
地
在
留
の
洋
人
そ
の
兵
隊
で
自
ら
守
り
、
我
が
法
律
の
支
配
を
受
け
ず
、
独
立
の
国
体
立
た
ざ
る
こ
と
）
を
「
容
忍
」
し
て
国
民
の
保
護
を
尽
く
さ
ず
、
琉
人
の
汚
辱
を
雪
ぐ
た
め
、
野
蛮
孤
島
に
出
兵
す
る
条
理
如
何
、
緩
急
如
何
、
局
外
の
公
論
も
顧
み
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
と
す
る
（
局
外
と
は
外
国
を
指
す
）
。
［
利
害
上
ま
だ
審
か
で
な
い
所
］
台
湾
の
住
民
人
種
一
な
ら
ず
、
多
く
は
野
蛮
な
り
と
も
、
ほ
ぼ
開
化
せ
る
者
お
よ
び
他
国
人
の
来
寓
雑
居
す
る
も
の
も
あ
り
、
生
蕃
・
熟
蕃
の
境
界
、
人
民
各
種
の
所
住
な
ど
探
知
は
行
届
く
筈
だ
が
、
討
伐
の
際
に
誤
っ
て
無
罪
の
他
国
人
に
災
禍
が
波
及
し
、
別
に
構
難
の
端
を
開
か
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
と
説
く
。
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以
上
、
条
理
と
利
害
の
観
点
か
ら
征
台
の
不
可
を
論
じ
、
先
に
内
決
し
た
征
韓
の
議
を
、
時
勢
を
考
慮
し
改
議
し
た
条
理
は
今
も
っ
て
変
ら
な
い
筈
で
、
こ
と
に
そ
の
後
佐
賀
の
暴
発
も
あ
り
、
民
心
一
定
せ
ざ
る
勢
い
の
時
に
、
こ
の
役
を
興
す
は
天
下
益
々
疑
惑
を
生
ず
と
し
、
万
々
一
の
「
御
一
挙
御
延
引
」
を
願
っ
た
。
建議一一一日後の四月十一日、三条太政大臣に呼ばれて参上した宮島議官は次のような内諭を受けた。
台
湾
処
分
建
言
書
は
篤
と
熟
覧
に
及
ん
だ
。
一
応
条
理
も
っ
と
も
だ
が
、
す
で
に
決
定
し
今
さ
ら
中
止
し
難
い
。
か
つ
米
人
リ
ゼ
ン
ド
ル
（
李
仙
得
）
は
台
湾
島
を
十
八
回
経
歴
し
、
実
地
の
形
況
熟
知
の
者
で
、
こ
の
ほ
ど
政
府
に
雇
い
、
験
討
の
た
め
遣
わ
し
た
の
で
、
気
遣
い
は
無
い
。
征
台
の
議
は
、
先
年
廟
議
決
定
し
、
こ
の
機
に
運
ば
れ
た
も
の
で
、
今
日
突
然
の
事
で
は
な
い
。
こ
の
旨
を
心
得
る
よ
う
に
。
そ
こ
で
宮
島
は
左
院
に
出
頭
し
、
連
署
し
た
議
官
に
こ
れ
を
報
告
し
た
。
ま
た
出
兵
に
費
用
を
要
し
て
戯
っ
て
も
、
水
草
煙
璋
の
地
に
「
植
民
拓
地
」
に
は
運
び
兼
ね
よ
う
。
欧
米
各
国
は
野
蛮
未
開
の
地
を
発
見
す
れ
ば
必
ず
開
拓
植
民
す
る
。
今
に
至
る
も
台
湾
蕃
地
を
残
す
の
は
、
土
地
を
取
っ
て
益
の
な
い
た
め
か
、
そ
の
土
人
の
人
理
を
も
っ
て
治
め
難
い
か
の
故
で
あ
り
、
今
日
ま
で
ど
の
国
の
版
図
に
も
入
ら
な
い
の
は
、
こ
の
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
こ
れ
を
察
せ
ず
、
距
万
の
財
を
耗
し
幾
千
の
人
を
労
せ
ば
、
恐
ら
く
得
失
償
わ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
い
た
ず
ら
に
国債を増益し人民を疲弊せしめ、笑を各国に取るのみである。
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三条大臣の一一一一口う米人リゼンドル（ルジャンドル○・三・田の囚のロ号の李善得）は四月八日付で外務
省
准
二
等
出
仕
か
ら
台
湾
蕃
地
事
務
局
准
二
等
出
仕
に
転
じ
て
い
た
。
四
月
十
三
日
、
佐
賀
の
乱
の
江
藤
新
平
ら
処
刑
。
江
藤
は
四
年
八
月
か
ら
五
年
四
月
ま
で
左
院
副
議
長
で
あ
っ
た
。
十
六
日
各
府
県
に
台
湾
処
分
が
布
告
さ
れ
た
。
十
八
日
参
議
兼
文
部
卿
内
務
卿
木
戸
孝
允
は
内
治
を
重
ん
じ
征
台
を
非
として辞表を提出した（五月十三日免官）。
征
台
準
備
が
着
々
進
め
ら
れ
て
い
た
時
、
英
米
両
国
が
日
清
関
係
に
局
外
中
立
を
唱
え
出
し
た
。
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス（四・ｍ・勺日丙のの）が四月十三日に英人・英船舶の雇使につき抗議を寄せ、十八日には米国公使ビン
ガ
ム
（
』
し
・
切
旨
囚
冨
目
）
も
寺
島
外
務
卿
に
、
米
人
と
米
船
舶
の
参
加
を
拒
絶
し
て
き
た
。
こ
の
事
態
に
、
四
月
十
九日大臣・参議らが協議し、まず清国政府に照会してのち事を決定するに一致し、西郷都督の進発延
期
を
長
崎
の
大
隈
長
官
に
電
命
し
た
。
四月二十日宮島は左院に出勤し、台湾事件危急の勢いに、今後の策略をどう定めるかを諸議官ら
と評議した。一一十三日、正院より左院に対して内密に、台湾事件の調書が廻付された。これを一読し
た
宮
島
は
次
の
よ
う
な
所
感
を
記
し
て
い
る
。
堂
々
タ
ル
帝
国
ノ
御
処
分
ト
モ
不
相
見
、
実
二
同
盟
国
二
対
シ
テ
信
義
ヲ
失
フ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
其
挙
動
頗
ル
権
謀
術策一一出テ、之ヲ和志ノ所業卜申スモ、恐ラクハ其責ヲ免レス、誠二廟堂ノ謀ルモ、危難極ルト
言
フ
ヘ
シ
（
「
清
国
」
を
抹
消
し
「
同
盟
国
」
と
し
て
あ
る
）
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続
い
て
清
国
総
理
衙
門
の
日
本
外
務
省
へ
の
照
会
（
同
治
十
三
年
三
月
二
十
六
日
）
の
全
文
を
掲
げ
て
い
る
。
一
部
皿
（５） 
を以下に抄出す。
「
昨
年
ハ
責
副
島
大
臣
使
ヲ
奉
シ
テ
来
清
サ
レ
本
大
臣
卜
諸
事
談
合
シ
、
情
意
頗
ル
懇
敦
タ
ル
モ
ノ
ァ
リ
」
「
貴
国
鄭
翻
訳
官
ヲ
経
テ
回
答
有
リ
タ
ル
処
二
拠
レ
ハ
（
略
）
台
湾
生
蕃
地
方
ノ
如
キ
ハ
只
人
ヲ
遣
ハ
シ
テ
爾
後
日
本
人
ノ
赴
キ
タ
ル
際
優
遇
セ
ン
コ
ト
ヲ
告
知
ス
ル
ノ
ミ
ニ
テ
其
意
皆
兵
ヲ
用
フ
ル
ノ
意
一
一
非
ス
等
ノ
趣
ニ
シ
テ
」
「此次突然貴国ノ師ヲ興シ台湾二赴ク由ヲ聞込ミシモ」「若シ貴国ニシテ真二此挙有ラハ何故二先
シ
我
方
卜
商
議
致
サ
レ
サ
リ
シ
ャ
」
前
年
副
島
外
務
卿
は
清
国
に
使
し
、
同
治
帝
賀
婚
の
礼
を
畢
え
て
、
琉
球
の
藩
王
冊
封
お
よ
び
征
台
問
罪
の
事
を
告
げ
る
と
、
清
国
政
府
曰
く
、
台
湾
南
部
は
政
令
教
化
の
及
ば
ざ
る
地
で
あ
り
、
貴
国
そ
の
罪
を
問
う
も
、
討
す
る
も
我
政
府
も
と
よ
り
異
議
は
な
い
と
。
副
島
は
帰
朝
し
て
そ
の
旨
を
復
命
し
た
と
伝
聞
し
、
朝
鮮
な
り
台
湾
な
り
皆
こ
れ
を
清
国
に
告
げ
、
こ
こ
に
至
っ
た
よ
う
に
想
像
し
て
い
た
。
今
清
国
政
府
よ
り
の
来
書
を
一
読
し
て
、
実
に
樗
然
と
し
た
。
清
国
に
対
し
て
、
か
く
の
如
き
凌
蔑
を
極
め
、
ま
た
今
日
各
国
公
使
の
局
外
論
（
中
立
政
策
）
を
為
す
に
及
ん
で
、
我
在
廷
諸
公
も
初
め
て
論
議
紛
転
、
廟
堂
の
形
勢
、
支
離
単
弱
を
免
れ
な
い
、
と
宮
島
は
評
す
る
。
そ
こ
で
断
然
征
蕃
の
事
を
止
め
る
の
が
今
日
の
急
務
で
あ
り
、
そ
う
せ
ず
中
途
で
彌
縫
す
れ
ば
却
っ
て
前
途
の
大
害
を来たすと考えて、宮島は一一十一一一日左院に出頭し、海江田、三浦、尾崎らと議し、再び征蕃不可を諸
議
官
連
名
で
建
言
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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明治七年四月一一十三日一一一等議官宮島誠一郎ほか議官六名は「台湾生蕃出征不可ノ再議」を伊地知副
議
長
に
提
出
し
、
同
人
よ
り
一
一
十
四
日
三
条
太
政
大
臣
に
上
申
し
た
。
連
署
の
議
官
は
宮
島
を
は
じ
め
海
江
田
信
義
・
丸
岡
莞
永
・
三
浦
安
・
戸
田
三
郎
（
以
上
四
等
議
官
）
・
村
田
保
（
五
等
議
官
）
で
、
四
月
八
日
の
七
名
と
比
べ
て
、
（６） 
北
澤
議
官
を
脱
し
て
い
る
。
こ
の
建
議
は
十
行
罫
紙
六
頁
半
に
わ
た
る
。
冒頭「臣誠一郎等謹テ惟ミル一一治国ノ要ハ実ヲ挙クルー在リーーーーロヲ立ルー在ラス」と起筆し、外国の
異
議
に
よ
り
廟
議
中
途
に
変
じ
、
発
遣
の
軍
艦
を
召
し
旗
す
と
い
う
事
態
に
対
応
す
る
の
に
甲
乙
二
論
を
掲
げ
、
評
論
を
加
え
、
甲
の
論
を
排
し
、
乙
の
論
を
採
る
。
［
甲
の
論
］
征
蕃
の
事
は
理
勢
や
む
な
く
、
群
臣
に
も
諮
詞
せ
ず
、
「
天
裁
」
に
取
り
、
従
事
す
る
ほ
か
な
い
。
今
、
外
臣
異
議
の
た
め
中
止
せ
ん
と
す
。
独
立
の
国
体
と
し
て
、
廟
堂
は
初
論
を
守
持
す
べ
し
［
乙
の
論
］
征
蕃
の
挙
に
は
当
初
よ
り
驚
樗
嘆
息
せ
ざ
る
な
く
、
廟
議
も
し
衆
心
に
従
い
轍
を
変
る
の
に
今
日
行
な
っ
て
、
い
さ
さ
か
失
態
に
近
い
の
と
、
他
日
「
兵
連
禍
結
」
の
時
に
収
拾
す
べ
か
ら
ざ
る
と
、
い
ず
れ
が
国
家
生
民
の
た
め
か
。
外
人
の
議
で
も
道
理
あ
れ
ば
従
う
に
倍
か
で
な
い
。
「
天
裁
」
を
辱
し
め
る
を
加
え
る
な
ら
ば
、
関
係
の
閣
臣
自
ら
朝
野
に
謝
す
る
道
も
あ
ろ
う
。
（
三
）
左
院
議
官
の
征
台
不
可
再
議
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甲
の
論
ず
ろ
と
こ
ろ
は
、
憾
慨
義
烈
、
愛
国
の
衷
情
に
発
す
と
い
え
ど
も
、
要
す
る
に
執
勧
事
を
誤
る
の
害
を
免
れ
な
い
。
こ
の
説
を
納
れ
、
彌
縫
を
加
え
て
、
つ
い
に
前
策
を
遂
げ
ん
と
計
ろ
は
、
噛
り
を
各
国
に
招
き
、
難
を
中
外
に
醸
し
、
善
後
の
計
無
き
に
至
ら
ん
と
す
。
乙
の
謂
う
と
こ
ろ
は
、
真
誠
に
国
家
を
憂
え
る
忠
実
の
論
で
、
当
路
者
の
心
を
留
む
べ
き
所
で
あ
る
。
和
戦
は
国
の
大
事
で
あ
る
。
朝
鮮
の
拳
な
り
、
台
湾
の
役
な
り
、
そ
の
議
は
一
に
内
閣
に
成
る
。
左
院
は
太
政
官
の
一
部
議
政
局
な
る
に
、
な
お
か
つ
こ
れ
を
知
ら
ず
、
況
ん
や
他
省
を
や
。
和
戦
の
決
は
聖
上
の
特
裁
に
在
る
べ
し
、
和
戦
の
議
こ
れ
を
群
臣
に
下
さ
ざ
る
の
理
あ
ら
ん
や
。
征
韓
の
内
決
は
前
日
反
覆
し
、
征
蕃
の
明
裁
は
今
日
に
蜘
厨
す
。
伏
し
て
望
む
。
廟
議
し
ば
ら
く
外
事
に
馳
轄
せ
ず
、
ま
ず
内
国
の
経
理
を
主
と
し
、
地
方
官
会
議
の
ご
と
き
を
第
一
着
手
と
し
て
、
百
事
民
情
輿
論
の
帰
す
る
所
に
遵
い
、
天
下
の
全
力
を
合
わ
せ
全
勢
を
拡
張
あ
ら
ん
こ
と
を
。
す
な
わ
ち
「
万
機
公
論
に
決
す
る
」
を
空
言
に
帰
せ
ず
、
「
上
下
心
を
一
に
し
て
盛
ん
に
経
輪
」
を
謀
る
の
実
を
挙
げ
る
、
と
い
う
。
結
局
、
前
年
韓
国
遣
使
の
内
決
と
中
止
を
顧
み
た
、
内
治
優
先
の
台
湾
出
兵
反
対
論
で
あ
っ
た
。
し
か
し
左
院
議
官
ら
が
征
台
反
対
一
色
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
五
等
議
官
馬
屋
原
彰
は
単
独
に
建
言
書
「
台
湾
策
一
道
」
を
伊
地
知
副
議
長
に
呈
し
て
お
り
（
四
月
二
十
五
日
）
、
征
台
の
中
止
に
反
対
し
、
清
国
と
の
再
交
渉
を
先
に
す
（７） 
ろ
献
策
で
あ
っ
た
。
馬
屋
原
は
一
月
に
左
院
に
つ
い
て
「
本
院
更
張
ノ
議
」
を
上
陳
し
て
い
た
。
当
時
、
左
院
は
建
白
を
受
理
す
る
役
所
で
も
あ
っ
た
。
明
治
七
年
は
一
月
の
民
撰
議
院
設
立
建
白
を
は
じ
め
左
院
に
1４ 
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提
出
さ
れ
た
建
白
は
約
四
百
九
十
件
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
四
月
二
十
五
日
金
井
之
恭
（
権
少
内
史
）
は
急
派
先
の
長
崎
に
到
着
、
大
隈
長
官
に
進
発
延
期
の
朝
命
を
伝
達
し
た
。
翌
日
大
隈
は
西
郷
都
督
に
朝
命
を
伝
え
た
が
肯
じ
な
い
。
東
京
で
は
二
十
五
日
正
院
に
臨
幸
、
嘉
彰
親
王
と
大
久
保
利
通
が
佐
賀
征
討
を
復
命
。
大
久
保
は
二
十
七
日
正
院
で
長
崎
出
張
を
乞
う
。
一
一
十
八
日
宮
島
は
大
久
保
家
に
到
る
が
会
え
な
い
。
こ
の
日
岩
倉
邸
で
、
三
条
・
島
津
久
光
（
左
大
臣
）
・
大
久
保
が
征
台
を
議
し
、
大
久
保
に
長
崎
出
張
の
内
命
が
あ
っ
た
。
三
十
日
大
久
保
出
帆
に
宮
島
は
浩
歎
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
九
州
よ
り
帰
京
し
必
ず
何
分
の
処
置
あ
ろ
う
と
希
望
し
た
の
に
、
却
っ
て
勢
い
が
益
々
確
定
し
た
。
「
昨
年
征
韓
論
拒
絶
の
際
に
当
り
、
征
台
の
策
を
以
て
之
に
換
ゆ
ろ
も
の
欲
」
と
察
す
る
。
大
久
保
は
五
月
三
日
夜
長
崎
に
到
着
し
た
。
す
で
に
同
日
谷
干
城
・
赤
松
則
良
両
参
軍
と
、
日
進
・
孟
春
・
明
光
・
三
邦
の
四
艦
が
台
湾
社
寮
に
向
け
進
発
し
て
い
た
。
四
日
大
隈
・
西
郷
と
協
議
し
た
が
、
先
に
領
事
の
福
島
九
成
を
有
功
丸
で
清
国
廩
門
に
派
遣
し
、
閏
漸
総
督
に
対
す
る
出
兵
通
告
に
及
ん
で
い
た
（
四
月
二
十
七
日
長
崎
発
、
五
月
三
日
廩
門
着
。
兵
二
百
七
十
余
名
と
兵
器
弾
薬
を
搭
載
）
。
西
郷
渡
台
の
決
意
は
固
い
の
で
、
大
久
保
は
つ
い
に
遠
征
中
止
を
断
念
し
、
西
郷
ら
の
長
崎
発
程
を
認
め
た
。
五
月
六
日
、
大
久
保
は
長
崎
出
港
、
リ
ゼ
ン
ド
ル
お
よ
び
通
訳
平
井
希
昌
の
両
人
が
大
阪
ま
で
同
船
。
神
戸
で
乗
船
、
十
五
日
横
浜
着
港
。
帰
京
し
て
正
院
で
復
命
書
を
提
出
し
た
。
五月十七日、西郷都督以下長崎進発、一一十一一日台湾南部に上陸、六月三日までに蕃地の牡丹社をほ
月治初期琉球台湾事件と左院1５ 
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左
院
再
度
の
台
湾
出
兵
反
対
建
議
が
、
宮
島
議
官
の
主
導
に
よ
る
こ
と
は
、
以
上
の
経
緯
に
も
明
瞭
で
あ
る
。
な
お
出
兵
前
後
の
宮
島
の
動
静
と
周
辺
を
「
球
案
起
草
」
の
記
述
な
ど
に
た
ど
っ
て
み
ろ
。
五
月
十
三
日
（
先
月
辞
職
を
願
っ
た
木
戸
参
議
が
免
官
に
な
っ
た
日
）
千
坂
高
雅
が
米
沢
よ
り
上
京
。
征
台
の
非
理
を
大
久
保
に
糺
し
、
こ
れ
を
止
め
よ
う
と
（
「
終
夜
討
論
」
を
抹
消
）
、
宮
島
は
今
春
欧
州
よ
り
帰
朝
し
た
千
坂
を
伴
い
大
久
保
と
談
ず
ろ
所
あ
っ
た
。
時
す
で
に
「
佐
賀
ノ
乱
起
ラ
ン
ト
ス
」
。
千
坂
は
一
旦
米
沢
に
帰
り
、
人
心
を
鎮
撫
し
、
政
府
の
求
め
に
応
じ
て
、
壮
士
百
名
を
精
選
し
て
、
東
京
巡
査
の
編
制
に
充
て
た
。
そ
れ
ゆ
え
内
乱
の
鎮
定
を
喜
び
、
「外征の頓急発すろを鷲」いた。
五
月
十
八
日
に
は
十
五
日
に
帰
京
し
た
ば
か
り
の
大
久
保
家
を
訪
ね
る
。
（
大
久
保
の
日
記
に
記
載
な
し
）
柳
原
前
光
が
来
て
お
り
、
明
日
出
発
を
控
え
、
台
湾
生
蕃
談
判
の
こ
と
示
談
あ
り
、
終
わ
っ
て
面
会
し
、
宮
島
は
衷
心
を
吐
露
し
「
台
事
」
を
論
じ
た
。
す
で
に
二
回
建
言
に
お
よ
ん
だ
が
、
廟
堂
の
英
断
や
む
な
き
事
情
あ
ろ
を
察
知
す
。
昨
年
十
月
征
韓
論
の
際
、
内
政
未
整
に
外
征
議
す
べ
か
ら
ず
と
さ
れ
た
。
内
務
省
が
創
立
さ
れ
た
が
、
不
幸
今
春
の
乱
に
際
し
新
省
設
置
の
効
を
見
ず
、
ま
た
征
台
の
事
あ
り
、
昨
年
朝
鮮
の
事
、
な
お
か
つ
不
可
と
す
。
も
し
清
国
に
関
係
し
、
っ
ぼ平定した。
（
四
）
宮
島
誠
一
郎
議
官
と
周
辺
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い
に
葛
藤
を
生
じ
万
一
「
兵
連
禍
結
」
の
時
に
至
ら
ば
、
朝
鮮
の
収
結
し
易
い
の
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
、
と
熟
考
を
促
し
た
。
大
久
保
は
「
黙
然
久
之
曰
く
、
縦
令
ひ
事
今
日
に
到
る
も
、
決
し
て
清
国
の
争
端
は
引
き
起
さ
ず
、
御
安
心
あ
り
た
し
と
の
一
言
あ
り
し
」
と
い
う
。
五
月
十
九
日
、
討
蕃
事
由
が
全
国
に
布
告
さ
れ
た
。
七
月
八
日
、
千
坂
高
雅
は
米
沢
に
帰
る
。
一
は
台
湾
の
挙
を
憂
い
、
｜
は
藩
士
の
困
窮
を
救
う
た
め
の
上
京
で
あ
っ
た
が
、
台
湾
の
事
は
大
久
保
の
「
主
論
」
で
、
軽
々
し
く
傍
観
家
よ
り
論
じ
難
い
の
で
、
た
だ
旧
藩
士
民
の
救
済
を
、
三
条
大
臣
と
大
久
保
に
内
議
し
て
帰
県
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
七
月
八
日
に
山
県
陸
軍
卿
は
大
臣
の
諮
問
に
対
し
て
将
官
評
議
の
意
見
書
を
呈
し
た
。
津
田
出
ら
陸
軍
少
将
七
名
の
各
意
見
は
い
ず
れ
も
対
清
開
戦
に
準
備
不
足
と
し
て
い
た
。
（
大
隈
文
書
Ａ
１
６
２
）
こ
の
日
、
廟
議
は
清
国
と
の
和
戦
決
裂
の
場
合
を
予
想
し
て
戦
備
を
修
め
る
に
決
し
、
九
日
内
諭
を
陸
海
軍
両
卿
に
下
し
た
。
こ
う
し
て
「
宣
戦
発
令
順
序
条
目
」
ま
で
定
め
る
に
至
る
。
大
久
保
（
参
議
兼
内
務
卿
）
は
自
ら
渡
清
談
判
に
当
る
こ
と
を
切
願
し
、
八
月
一
日
全
権
弁
理
大
臣
と
し
て
清
国
差
遣
の
命
を
受
け
、
八
月
五
日
委
任
状
を
受
け
、
訓
条
に
よ
り
和
戦
の
権
を
授
け
ら
れ
る
。
同
夜
大
久
保
宅
で
の
送
別
の
宴
に
宮
島
は
川
路
利
良
ら
十
数
人
と
参
加
。
翌
六
日
新
橋
発
の
汽
車
に
同
乗
、
大
久
保
全
権
の
横
浜
出
帆
を
見
送
る
。
一
行
は
九
月
十
日
北
京
に
着
く
（
高
崎
正
風
議
官
は
天
津
よ
り
十
五
日
着
）
。
この間、九月七日宮島は左院より川村純義海軍大輔を訪い密話した。川村が一一一一口うには、電信往復で
明治初期琉球台湾事件と左院1７ 
Hosei University Repository
英
国
よ
り
軍
艦
を
購
買
し
た
が
、
極
密
の
事
で
政
府
で
も
二
一
一
一
の
人
以
外
は
知
ら
な
い
。
勝
安
芳
海
軍
卿
は
日
清
開
戦
を
恐
れ
、
甲
鉄
艦
の
長
崎
航
海
中
破
損
を
名
と
し
て
辞
表
を
進
達
し
た
が
、
こ
の
ご
ろ
修
繕
で
き
て
無
事
海
上
に
浮
か
ぶ
。
ま
こ
と
に
苦
々
し
き
次
第
な
り
と
。
大
久
保
全
権
発
程
前
、
川
村
海
軍
大
輔
は
、
清
国
と
開
戦
の
時
は
直
ち
に
各
港
の
清
艦
を
奪
い
我
が
有
と
な
し
、
大
治
・
天
津
な
ど
の
砲
台
を
破
り
、
長
駆
し
て
北
京
を
衝
か
ん
の
み
、
何
ぞ
台
湾
の
孤
島
を
問
う
に
暇
あ
ら
ん
や
、
と
い
っ
た
主
戦
論
者
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
勝
海
軍
卿
は
避
戦
論
者
で
あ
っ
た
。
大
久
保
一
行
の
随
員
に
三
等
議
官
高
崎
正
風
（
豊
麿
）
が
含
ま
れ
て
い
た
。
左
院
少
議
官
の
時
、
左
院
西
欧
視
察
団
（
五
名
）
に
加
わ
っ
て
い
る
（
五
年
一
月
か
ら
六
年
九
月
ま
で
）
。
清
国
総
理
衙
門
王
大
臣
と
の
北
京
談
判
は
七
年
九
月
十
四
日
に
始
ま
り
辛
う
じ
て
妥
結
の
運
び
と
な
っ
た
が
、
背
後
に
は
英
国
駐
清
公
使
の
仲
介
が
あ
っ
た
。
十
月
三
十
一
日
調
印
の
互
換
条
約
葱
単
で
、
清
国
は
日
本
の
征
台
を
義
挙
と
認
め
、
日
本
軍
撤
退
を
条
件
に
償
金
計
五
十
万
両
の
支
払
を
約
し
た
。
妥
結
の
報
が
至
る
と
「
廟
堂
始
め
全
国
一
般
安
堵
の
思
」
い
に
浸
る
。
政
府
は
十
一
月
九
日
院
省
使
府
県
に
「
結
約
」
を
布
達
し
た
。
大
久
保
全
権
は
帰
路
天
津
で
李
鴻
章
を
訪
問
し
、
つ
い
で
台
湾
に
渡
り
西
郷
都
督
に
撤
兵
を
告
げ
た
。
十
一
月
二
十
七
日
横
浜
帰
着
。
宮
島
も
上
陸
を
迎
え
、
ま
ず
平
安
を
祝
し
、
も
し
和
議
破
裂
せ
ば
、
米
沢
か
ら
直
ち
に
一
軍
を
推
し
出
す
所
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
を
談
じ
た
。
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仏
人
ジ
ュ
ブ
ス
ヶ
（
し
．
。
。
□
弓
・
巨
の
Ｃ
三
治
部
輔
一
八
六
七
～
一
八
八
二
在
日
）
は
仏
国
軍
事
教
官
団
の
一
員
と
し
て
慶
応
三
年
来
日
。
幕
府
瓦
解
後
は
仏
国
公
使
館
付
通
弁
官
、
兵
部
省
兵
式
顧
問
を
経
て
、
明
治
四
年
左
院
雇
い
と
な
り
、
仏
国
諸
法
律
制
度
規
則
の
翻
訳
な
ど
で
寄
与
す
る
。
ジ
ュ
プ
ス
ヶ
は
征
台
と
対
清
談
判
の
首
尾
に
関
し
て
、
こ
の
事
は
「
世
界
の
評
判
と
成
り
、
貴
国
の
品
位
幾
等
を
倍
加
す
べ
し
、
実
に
大
久
保
は
国
家
の
元
勲
な
り
」
と
評
価
し
た
。
宮
島
議
官
の
記
載
は
こ
れ
に
と
ど
ま
る
が
、
外
国
人
の
感
想
・
観
察
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
八
年
四
月
の
官
制
改
革
に
よ
り
左
院
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
彼
は
（８） 
新置の元老院に移った。
なお同じ仏人顧問ポァソナード（の．因・国・］のの。ご＆の一八七六～一八九五在日）は司法省常務の
ほ
か
正
院
法
制
局
に
も
臨
時
出
仕
し
た
が
、
大
久
保
全
権
の
北
京
談
判
に
随
行
、
万
国
公
法
に
関
す
る
大
久
保
の
質
問
に
も
応
じ
た
（
七
年
八
月
～
十
一
月
）
。
ポ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
は
明
治
八
年
三
月
十
七
日
の
意
見
書
で
、
前
年
十
月
北
京
で
日
清
両
国
が
結
ん
だ
協
約
の
結
果
琉
球
島
に
日
本
の
権
が
あ
る
こ
と
が
暗
に
認
得
さ
れ
た
の
で
、
今
や
日
本
は
琉
球
に
一
層
そ
の
政
権
を
拡
張
す
る
時
だ
と
し
（９） 
た
。
翌
十
八
日
に
は
政
府
召
命
に
よ
る
琉
球
高
官
三
名
が
着
京
し
、
藩
王
の
謝
恩
上
京
な
ど
が
説
諭
さ
れ
る
。
さ
ら
に
（川〉
八
年
六
月
に
内
務
大
丞
松
田
道
之
の
琉
球
派
遣
と
な
り
、
対
琉
球
施
策
の
進
展
を
見
る
。
（
五
）
顧
問
仏
人
の
征
台
評
価
明治初期琉球台湾事件と左院1９ 
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（Ⅲ） 
政
府
部
内
の
一
部
に
台
湾
拓
地
植
民
論
が
唱
え
ら
れ
若
干
の
動
き
が
あ
っ
た
。
多
Ｃ
し
実
現
し
て
い
れ
ば
、
宮
島
議
官
の一一一一口う通り、「海賊ノ所業」であり、「保民ノ義挙」とは決して認められない。このことを銘記すべき
である。
【註】
（
１
）
左
院
は
政
府
の
議
事
機
関
で
、
明
治
四
年
七
月
二
十
九
日
設
置
、
同
八
年
四
月
十
四
日
廃
止
。
廃
藩
置
県
（
四
年
七
月
十
四
日
）
の
半
月
後
に
、
正
院
・
右
院
・
左
院
か
ら
成
る
太
政
官
三
院
制
を
定
め
た
。
正
院
は
天
皇
が
親
裁
す
る
最
高
官
庁
で
、
太
政
大
臣
・
左
右
大
臣
・
参
議
が
政
策
を
決
定
し
た
。
左
院
は
議
長
・
議
員
（
の
ち
議
官
）
が
主
と
し
て
法
規
の
制
定
な
ど
を
扱
い
、
正
院
の
諮
問
を
受
け
た
。
左
院
の
制
度
は
江藤新平が後藤象二郎の賛助を得て立案し、大体フランスのコンセイュ・デタ（○・二切呂』｜国旦）に倣っ
た
と
い
わ
れ
る
。
右
院
は
各
省
の
長
官
・
次
官
（
卿
・
輔
）
が
会
同
し
て
省
務
を
協
議
。
の
ち
、
左
院
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
た
。
（
稲
田
正
次
『
明
治
憲
法
成
立
史
』
上
巻
有
斐
閣
一
九
六
○
年
一
○
一
頁
参
照
）
左
院
に
関
す
る
研
究
論
文
と
し
て
、
松
尾
正
人
「
明
治
初
期
太
政
官
制
度
と
左
院
」
（
中
央
史
学
４
昭
和
五
六
）
、
同
お
わ
り
に
2０ 
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編
『
明
治
国
家
の
制
作
と
思
想
』
吉
川
弘
文
館
さ
れ
て
い
る
。
「明治初年における左院の西欧視察団」（国際政治別）がある。なお中川壽之「樺太問題と左院」（犬塚孝明
左
院
の
人
事
議
長
中
議
官
大
議
官
少
議
官
大
議
生
議
中
議
生
『
袖
珍
官
員
録
』
（
明
治
五
年
二
月
須
原
屋
・
和
泉
屋
）
左
院
の
項
よ
り
。
（
）
を
補
足
『
袖
珍
官
員
録
」
（
明
治
六
年
一
月
須
原
屋
・
和
泉
屋
）
左
院
の
項
よ
り
。
等
議
官
長
後
藤
元
嘩
（
象
二
郎
）
谷
鉄
臣
小
室
信
夫
横
山
由
清
大
給
恒
生
田
精
西
岡
邇
明
後
藤
象
二
郎
谷
鉄
臣
伊
地
知
正
治
中
井
弘
新
田
義
雄
宮島吉久（誠一郎）
細
川
習
（
潤
次
郎
）
副
議
長
○
○
五
）
に
は
大
議
生
宮
島
吉
久
の
答
議
（
明
治
五
年
二
月
）
に
言
及
副
議
長
北
沢
正
誠
伊
地
知
正
治 江
藤
新
平
高崎豊麿（正風）
丸岡長俊（莞爾）
鈴
木
實
永
井
尚
志
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二
等
議
官
伊
丹
重
賢
西
岡
邇
明
松
岡
時
敏
細
川
潤
次
郎
高
崎
五
六
三
等
議
官
大
給
垣
高
崎
豊
麿
生
田
精
永
井
尚
志
宮
島
誠
一
郎
四
等
議
官
海
江
田
信
義
丸
岡
莞
爾
中
井
弘
藤
沢
次
謙
本
田
親
雄
五
等
議
官
新
田
義
雄
北
沢
正
誠
鈴
木
貫
一
横
山
由
清
増
田
長
雄
中
金
正
衡
長
森
敬
斐
浅
井
晴
文
津
田
信
弘
安
川
繁
成
馬
屋
原
彰
（
２
）
前
稿
と
は
、
安
岡
昭
男
「
明
治
前
期
官
辺
の
沖
縄
論
策
」
沖
縄
文
化
研
究
一
○
’
九
八
三
／
同
「
明
治
前
期
日
清
交
渉
史
研
究
』
巌
南
堂
書
店
一
九
九
五
（
第
二
章
）
／
『
明
治
前
期
日
中
天
系
史
研
究
』
胡
連
成
・
訳
王
暁
秋
・
宙
校
福
建
人
民
出
版
社
二
○
○
七
（
国
家
清
史
編
纂
委
員
会
・
編
訳
叢
刊
、
）
。
こ
の
左
院
答
議
の
起
草
・
作
成
関
係
者
に
つ
い
て
、
北
沢
正
誠
・
横
山
由
清
の
両
議
官
を
推
定
し
、
宮
島
誠
一
郎
議
官
を
逸
し
て
い
た
の
を
、
本
稿
で
補
訂
す
る
。
（
３
）
宮
島
誠
一
郎
（
一
八
三
九
～
一
九
一
一
）
は
天
保
九
年
生
。
米
沢
藩
右
筆
役
宮
島
吉
利
の
長
男
。
『
一
一
十
歳
で
家
督
を
継
ぎ
、
明
治
二
年
勝
海
舟
の
紹
介
に
よ
り
大
久
保
利
通
に
面
会
す
る
。
翌
三
年
下
院
に
出
仕
、
同
四
年
に
左
院
大
議
生
、
儀
制
課
長
、
同
五
年
「
立
国
憲
議
」
を
後
藤
象
二
郎
に
提
出
、
同
年
三
等
議
官
、
八
年
権
少
内
史
、
九
年
修
史
局
（
翌
年
、
修
史
館
）
に
移
る
。
十
四
年
宮
内
省
御
用
掛
と
な
り
、
「
国
憲
編
纂
起
原
」
を
岩
倉
具
視
に
提
示
す
る
。
十
七
年
参
事
院
議
官
補
に
任
じ
、
一一十六年宮内省非職。一一十九年貴族院議員。四十四年三月十四日病没。（宮島誠一郎文書目録解題ほか）
「
球
案
起
草
」
を
含
む
宮
島
誠
一
郎
文
書
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。
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（
５
）
王
芸
生
『
六
十
年
来
中
国
与
日
本
』
、
邦
訳
『
日
支
外
交
六
十
年
史
』
第
一
巻
（
建
設
社
一
九
一
一
一
三
）
八
七
～
八
九
頁
（
６
）
前
掲
『
明
治
建
白
書
集
成
』
第
三
巻
一
四
八
「
上
」
（
台
湾
処
分
之
議
）
明
治
七
年
四
月
二
十
五
日
（
７
）
前
掲
『
明
治
建
白
書
集
成
』
第
三
巻
一
五
○
「
台
湾
策
一
道
」
明
治
七
年
四
月
二
十
五
日
（
８
）
ジ
プ
ス
ケ
（
一
八
三
七
～
一
八
八
五
）
に
つ
い
て
は
、
梅
渓
昇
『
お
雇
い
外
国
人
明
治
日
本
の
脇
役
た
ち
」
（
日
経
新
書
一
九
六
五
）
参
照
。
明
治
三
年
十
月
、
陸
軍
は
仏
式
（
海
軍
は
英
式
）
を
劇
酌
し
編
制
す
る
方
針
を
定
め
た
。
二
度
目
の
軍
事
教
官
団
一
六
名
の
来
日
は
明
治
五
年
四
月
。
ジ
プ
ス
ケ
は
軍
制
の
樹
立
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
明
治
一
五
年
東
京
で
没
す
。
港
区
の
青
山
霊
園
に
「
仏
人
治
部
輔
氏
之
墓
」
。
（９）『続伊藤博文秘録』（平塚篤・編春秋社一九三○）一一一一一～三六頁（仏人ポアソナードノ意見）
（
皿
）
明
治
八
年
段
階
の
琉
球
施
策
に
関
し
て
、
原
口
邦
紘
．
八
七
五
年
の
琉
球
問
題
１
１
内
務
卿
大
久
保
利
通
「
琉
球
藩
処
分
」
由
井
正
臣
・
編
『
幕
末
維
新
期
の
情
報
活
動
と
政
治
構
想
宮
島
誠
一
郎
研
究
』
（
梓
出
版
社
二
○
○
四
年
）
に
所
収
の
勝
田
政
治
「
台
湾
出
兵
と
宮
島
誠
一
郎
」
で
も
、
宮
島
議
官
の
建
議
内
容
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
『
沖
縄
文
化
研
究
』
に
お
け
る
関
係
論
文
と
し
て
、
川
畑
恵
弓
琉
球
処
分
』
過
程
研
究
に
関
す
る
一
試
論
ｌ
大
久
保
内
務
卿
期
を
中
心
と
し
て
「
覚
書
」
風
に
ｌ
」
別
（
一
九
九
三
）
、
同
「
琉
球
国
か
ら
琉
球
藩
へ
ｌ
琉
球
処
分
の
版
籍
奉
還
的
意
味
を
中
心
に
ｌ
」
、
狐
（
二
○
○
八
）
が
あ
る
。
（
４
）
『
明
治
建
白
書
集
成
』
第
三
巻
（
牧
原
憲
夫
・
編
筑
摩
書
房
一
九
八
六
）
一
二
六
「
台
湾
処
分
之
議
演
舌
書
」
明
治
七
年
四
月
八
日
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［
付
記
］
宮
島
誠
一
郎
文
書
閲
覧
に
関
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。
建
議
の
再
検
討
ｌ
」
（
南
島
史
学
六
五
・
六
六
合
併
号
二
○
○
五
）
参
照
（
、
）
『
沖
縄
文
化
研
究
』
、
二
九
九
○
）
「
明
治
前
期
官
辺
の
台
湾
論
策
」
（
安
岡
昭
男
）
－
．
４
「
属
地
殖
民
を
め
ぐ
っ
て
」
／
毛
利
敏
彦
『
台
湾
出
兵
」
（
中
公
新
書
一
九
九
六
）
、
ロ
パ
ー
ト
・
エ
ス
キ
ル
ド
セ
ン
「
明
治
七
年
台
湾
出
兵
の
植
民
地
的
側
面
」
『
明
治
維
新
と
ア
ジ
ア
』
（
明
治
維
新
史
学
会
・
編
吉
川
弘
文
館
二
○
○
一
）
。
な
お
宮
島
の
所
感
（
明
治
七
年
日
誌
）
は
前
掲
勝
田
政
治
論
文
（
二
六
二
頁
）
に
見
ら
れ
る
。
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